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アイリスから分離された turnipmosaicvirus*
(球根類花 き植物 の ウイルスに関す る研究 第 1報)
井 上 成 信 ･光 畑 興 二
1975年 1月倉敷市玉也のノ､ウス叔増の球根アイリスに, モザイク症状のみが発生して
いる株に混在して,そf).イクとともにえそ症状をノもじる病rLrlの発生を見た.モ1j･1ィク症状








実 験 材 料 と方 法
災験に用いたウイノしスは岡山9L;L･食政市玉BJ･の-ウスJ剛LLのアイリス (urL種若紫)に発生
したモザイクとえそ症状株から分離したものである.ウイルスの継代保存にはダイコンお
















実 験 結 果
1.自然発病アイ リスにおける病徴
品唖フ_7紫の楽に明瞭な tIjIイク斑あ るいは退練糸排を生 じ,その退出斑の中心部には脱
色一黒褐色のえそLh･-または,-i_そ条班の形成が 見られた (図版 I-1).J生育は 他 に 比べてや
や衰える.花弁にはLtE入 りが認め られなかった.
2.寄主範囲と病微
汁液楼柾を試みた 14科51柾の うち. 8日15雌に全身感某 し,7科18粕 こ局部感染が
み られた.その結果は第1蓑に示 したが,それ らの うちの上な据主1ri物 と柄敗を簡単に記
述す ると次の如 くである.
〆 ,チアイ リス (lrlS):供試 した-Ⅲ上1-2:l-･Hの 某ノ上l-I1であった. 凄 絶薬にはモ リー
イ クを生 じた.その退縮部は長い集成 となるもの もあ り,のち退息が粥の中に淡褐 色のえそ
U,1ム 7イリスから分離されたウイルスの,もー_主値押
全身感故紙物
ア ヤ メ 料 -/イリス (〆ッチ7イリス)
7 プ ラ ナ 糾 クイコン (′.rh●lT･.仕口)く鮎),コイツナ,山山嵐 コカフ
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ホ ウレ1/ソウ (SL)2naCiaoleracea):接称菜に中心灰白色のえそ琉′査あるいは 小えをー揃
紋のある追録軌烹(fJf.約 3-4mm)杏/Jlじた.退船脚 ま拡大ゆ合し,華が揖緑化してく
ると,中心のえそ斑の周りが緑色に残る輪紋 (イlL約 2mm)症状となった.上薬には接唖












が右京色の輪紋となった.また線鋸rn紋は次抑 こ赤褐色の愉紋 (径約 2-3mm)となった.
全身感染しなかった.
ソ ラマ メ (Viciafaba)･'接穂薬に褐色のえそthJ,点を生じた.葉が訴化すると斑点q)局
りが緑色に残り,また葉脈上に長く緑色班が残ることもあった,全身感熱しなかった.
シュソギク (Chrysanthemum coronarium L.var.sjxitiosum):按櫛葉に接種3-4




ヒヤクニチソウ (Z21nniaelegans):接唖掛 こ接種6口後, 淡い過も長斑点-淡灰緑色斑
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ウイルス抗原には TuMV一筑後 10および本 ウ1'ルスの椎病 N.clezJelandiiの病薬をそ
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ウイルス掛 まN.clevelandiの柑三病葉を 0.01M リソ鴨綻W･,-T液 (pH 7.2)10倍罷肢で
膳砕し,ガーゼでろ適 した後,3,000rpm 5分･問遠心した上清粗汁牧を用いた.TuMV
抗血清 (力価第4表)は30倍に蘇釈して用いた.本ウイルスの粗汁液と抗血清,本ウイ






- ウイルス 検- ｡､.宝 島 C･(aim;Il=rFi260,I" (1轟 ge,vel‰ 染)
止端;血 hl)I+ri-16 55.3 57.5 7.3 +














































N glutinosaやカソランに腺病撤または無感狼のものが多く, これらを TuMVの普通




である (Hogganand Johnson1935,Tompkins1938.'39,'70.LeBeau and Walker
1945,Yoshi1963). 吉井ら (1963)はさらに TuMV の普通系を N.glutlnOSa上に作
る病徴の程掛 こよって3即に分けた.本ウイルスは N.Blutinosaに局部病斑を′Lじ,全
=射盛教がみられなかったこと,およびカノラt/に感染しないことから,i:井らの分脚 こ従
えば TuMV の普通系に属L,さらに N.glutlnOSaにおける感触性からC群に近いとい
える.しかし本ウイルスは/､クサイ (京都1号)に感染せず,またダイコンにはモザイク
とならずえそ輪紋を生ずることなと寄生性において 古井らの示した TuMVの普通系C肝
とも異なる点がみられる. 本ウイルスは また HogganandJohnson(1935)が槻告した
turnipmosaicvirus1,LeBeauandWalker(1945)が報告した TuMVT8isolate,
わが国で維告されたダイコンPウイルス (栃原1959ab),コマツナから分離されたウイル
ス (明日山ら 1950), クキクチナの モザイク ウイルス (田中ら 1952), ナンキンマメの
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(筑後10)は N.glutinosaに容易に全身感染し,ダイ コン, コマツナ, ヒi･クニチソ
ウなどの全身病徴が 明脱な Itザイクとなり(矧振正一6-8),また-クサイ (京都 1写り,
C.amarantcolor,C.quinoa,ソラマメなどにも全身 感染したのに対し,本ウイルスは
ダイコソの全身病故がえそ輪紋 (図版 ト3,4), ヒャク二チソウの全身病徴が Chlorotic
spotとなってモザイクとはならず,またN.glutinosa,C.amaranticolor,C.quinoa,ソラ
マメには全身感染せず,局部病斑のみ生じ,/､クサイ (京都1号)には感染しないことな




以上のような ことからアイリスから分雌された本ウイルスは turnip mosaicvirus
に屈するが,今までに 多くの報皆がみられる TuMV の系統とは寄生性を岩下掛 こする
TuMV の1系統と同定された.











った. また 以上の ような形状は Kameiら (1969ab)や Edwardson and Purcirul
(1970)が報告した封入体の構造のタイプとも輿なるもののようである,
摘 要















ウイルス粒子は長さ約 750nm のひも状であった. また病糞からの PTA 染色による
DN法試料には管状形の封入体の砂片が認められた.そ′ノ)封入体には線間隔約 5.3nm の
平的微細構造が観察された.電掛こより慨'fiした コカフ,N.cleuelandiの病兼組織の
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l 悠染 N.clevelandil'盛の畑締切汁にみちltる TuMV粒 fIjfl塊 ×20.000

